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する安定性を向上させるため、 4-アジドベンジノレ基のベンゼン環に電子吸引性の塩素原子を導入した ClAzb 基を合成
し、水酸基の保護基としての特性について検討を行った。
その結果、 ClAzb 基は 4・アジド-3-クロロベンジルブ、ロミドと水素化ナトリウムを用いることによって容易に水酸基














って他の可溶性化合物を除去したのち、 2，3・ジクロロ -5 ，6 ジシアノベンゾキノンで処理して樹脂から切り出して目的
物を高い純度で単離すると言う手法である。この精製法は、オリゴ糖の液相および固相合成に適用することができた。
最後に、 ClAzb 基を用いる回相合成法とホスフィン樹脂による選択的精製法を組み合わせて用いることによって、
イネいもち病原菌に対するファイトアレキシンエリシター活'性を持つオリゴ糖 Glc- ß ・(1→3)-Glc-ﾟ (1• 3)-[Glc-ﾟ (1
• 6)]-Glc-ﾟ (1→3)-Glc を全合成し、これらの手法の有用性を証明した。
論文審査の結果の要旨
江草氏はこの論文において、既知の p-置換べンジル型保護基の性質の検討に基づ、いて 4・アジトすクロロベンジル
(C凶zb) 基を新たに考案し、これが液相、固相を問わず水酸基の一時的保護に極めてすぐれたものであることを示
した。つづいてこの保護基と組み合わせて用いる固相担体とリンカーを検討して、国相担体上の立体選択的グリコシ
ル化反応によってオリゴ糖を迅速に合成する手法を示した。さらにアジド基の反応性を利用して、混合物中から ClAzb
基を有する化合物だけをホスフィン担持樹脂に結合させることにも成功し、固相合成の最終段階における目的物の効
率的な分離方法を提案した。そしてこれらの成果を総合して、実際に生物活性糖鎖が迅速に合成できることを示した。
この研究は官能基の化学的性質を巧みに利用して糖鎖合成上の問題を解決する道を示した独創的なもので、関連分野
に大きく貢献する優れた成果である。
よって本論文は博士{理学}の学位論文として十分に価値のあるものと認める。
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